
  ―  キャンベル線図の手順  ―

CHA の信号のｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を描く操作手順を説明する。

      詳細な設定のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは取説を参照願います。

  

手順の流れ

① 次数分析を行う。

② 回転ｽｹｼﾞｭｰﾙ機能を使い、次数分析ﾃﾞｰﾀをﾌﾞﾛｯｸﾒﾓﾘにｵｰﾄｽﾄｱする。

③ ②のﾃﾞｰﾀを使いｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を表示する。

   

(1) 回転速度を表示し、次数分析を画面に表示する。

   定比ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ分析の手順書を参考に、各種設定ｳｲﾝﾄﾞｳの操作に慣れてください。

     

   ①次数分析条件を設定する

   Option≫Rev.TRACKING ≫SETUP MEU≫ TRACK COND を選択し、ｳｲﾝﾄﾞｳを開く。
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下記ｳｲﾝﾄﾞｳの設定は測定範囲 500～6000rpm 回転上昇の測定で必要な設定例を示す。

 TRACKING  CONDITION  SET

 TRACK    LOW    r/min                    500.00
          HIGH   r/min                   6000.00
          DELTA  r/min                      0.00
          NOISE  r/min                      0.00
 SLOPE    0：＋  1：－                         0
 TRACK LINE     （200、400）                200
 N PULSE/R                                  1.00
 REV DIVIDE FACT.                           1.00
 MAX ORD                                   25.00

 POWER mode       0：OFF   1：ON               0
 OCTAVE           0：OFF   1：1/1   2：1/3     0
 MAX ORD          0：OFF   1：ON               0
 ORDER PERAK      0：OFF   1：ON               1
 CONST BAND       0：Hz    1：ORD              0
 BAND WIDTH     （ｘΔf）                      0
 HIGH SPEED TRACK 0：OFF   1：ON               0
 +/- SPL MEN      0：CHA   1：CHB   2：CHA&B   0

 ？

測定開始・終了回転速度を設定する

回転信号が 1回転当たり何ﾊﾟﾙｽかを設定する

次数分析するﾚﾝｼﾞを設定する

ﾚﾝｼﾞ：6.25/12.5/25/50/100/200/400

200にする Δrpm＝(HIGH－ LOW)/200（注 2

何回転毎に測定するか強制的に指定する（注１



      （注１）DELTA 設定が 0 の時は測定間隔は TRACK LINE のΔrpm になります。

      （注２） Cmos メモリー（オプション）をつけていないときは 最大データ数は max200 になります。

        

   ②次数比分析を行う。

      Option≫Rev.TRACKING≫CONTROL≫ORDERANALYSIS を選択する。
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    ③  START   ｽｲｯﾁを押すと画面が次数表示に変わります。

(2)ｵｰﾄﾒﾓﾘを実行する。

    ① ｵｰﾄﾒﾓﾘ On する

      Option≫Rev.TRACKING≫CONTROL≫ AUTO MAMORY を選択する。
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      AUTO MEMORY を on すると chA、B のｽﾍﾟｸﾄﾙが２画面で表示される。

     ② chA SPECT  ｽｲｯﾁを押し、chA の次数分析を１画面で表示する。

      

     ③  PAUSE  ｽｲｯﾁを押しﾎﾟｰｽﾞ状態（ﾗﾝﾌﾟ点灯）にする。

     ④ MEMORY 部の ADRESS △  ▽  ｽｲｯﾁをおしてﾌﾞﾛｯｸ NO.１にする。

     ⑤  START  ｽｲｯﾁを押し、回転を測定上限回転まで、ゆっくり上昇させる。

        （測定終了すると自動停止する）

Max25 次の

分析を示す



(3)ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図のＹ軸ｽｹｰﾙを設定する

    ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図の円は、次数分析表示画面のＹ軸ｽｹｰﾙの上限を 100％と規定しています。

    ① MEMORY 部の ADRESS △  ▽  ｽｲｯﾁをおしてﾌﾞﾛｯｸ NO.１にする。

    ② MEMORY 部の  RECALL  ｽｲｯﾁを押し、ﾌﾞﾛｯｸ No.1 のﾃﾞｰﾀを画面に表示する。

     ③ Ｙ LOG/LIN   ｽｲｯﾁ押し、Ｙ軸を LIN（Vr）表示する。

     ④ Ｙ軸ｽｹｰﾙの上限と、下限＝０を設定する。
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ｳｲﾝﾄﾞｳが開く

     ⑤ FRAME DEFINED を押し、Y軸ｽｹｰﾙを確定する。
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(4)ｷｬﾝﾍﾞﾙ表示のＸ軸ｽｹｰﾙを設定する。

    ① Option≫Rev.TRACKING ≫SETUP MEU≫TRACK DISP を選択しｳｲﾝﾄﾞｳを開く。
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Y ax scale set

             Upper       Lower

FRAME１   5.000E+01  0.000E-0

FRAME２

FRAME１の

Upper＝ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図の円 100％

Low＝0



  TRACKING DISPLAY SET

  X-SCALE          min r/min          1000.00
                   max r/min          5500.00
                   min km/h              0.00
                   max km/h            200.00

  FACOR     km/h / 1000r/min                0

  Ch A      Yaxis max(LIN)               0.00
            Yaxis max(LOG)               0.00

  Ch        Yaxis max(LIN)               0.00
            Yaxis max(LOG)             -20.00

  END DISLAY  0:CHA  1:chB  2:ch A&B        2

  ?

                            ・この設定はｽｹｰﾙ変更してｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を再表示が可能です。

(5)ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を描画する条件を設定する。

   Option≫Rev.TRACKING ≫SETUP MEU≫TRACK DISP を選択しｳｲﾝﾄﾞｳを開く。
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ｳｲﾝﾄﾞｳが開く
    CAMBELL  PLOT  PARAMETER  SET

    CAMBELL  MAX ORD                    25.00
             LOWER LIMIT ％             10.00
             CIRCLE                     50.00
             DATA NUM                  120.00
             UPPER-RIGHT （ORD）        20.00
    PLT POINT  ０：INT  1：ALL  ２：0.5     0
        MEMORY  STEP                        1

ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を表示する時、

X軸の表示範囲を設定する。

X軸 r/min単位で表示のときは

このままにする

描画する最大次数を設定する

10に設定すると Y軸上限を 100％として

ﾃﾞｰﾀが 10%以下なら円を表示しない

50にすると、

描画する基準円の大きさ＝ﾃﾞｰﾀ 50%の比率

でｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を描きます

ｵｰﾄｽﾄｱｰしたﾌﾞﾛｯｸﾒﾓﾘｰのﾃﾞｰﾀ数を設定す

る。

ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図のﾌﾚｰﾑ右上端の位置に描く次数

を設定する

０：分析した次数の整数分を表示する

１：分析した全次数分を表示する

２：分析した次数の内、0.5次毎に表示する

１：１chのみｵｰﾄｽﾄｱｰをしたとき１を設定する

２：chA,chB同時にｵｰﾄｽﾄｱｰしたとき２を設定する



(6)ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図の表示をする

     Option≫Rev.TRACKING≫CANBELL≫DISP を on する。
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     ｷｬﾝﾍﾞﾙ線図が表示される。

(7)指数化平均ﾃﾞｰﾀをｵｰﾄｽﾄｱするには。

  （２－④）項の  START   ｽｲｯﾁを押す前に指数化平均機能を on する。

            指数化平均の実行をする場合は

     ① OPTION を抜けて（RETURN を何度か押す）

      ANARYSIS≫AVERAGE≫PWR SP≫EXP  を選択する。
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                       ②                                       ③        ④

      ② EXP、 ③ NUM/TIME を on（点灯）する。 （ on になっているか確認する）

      ④ SET を押すとｳｲﾝﾄﾞｳが開くので、ﾃﾝｷｰで平均回数を設定し、 ENTER ｽｲｯﾁを押す

      ⑤  AVG  ｽｲｯﾁを押す。（ﾗﾝﾌﾟ点灯）

(8)次数分析ﾃﾞｰﾀ（定比次数）の代わりに定幅次数分析（周波数分析ﾃﾞｰﾀ）でｷｬﾝﾍﾞﾙ線図を描くには。

      (2－②)項の操作の代わりに、周波数分析を選択する。

① Option≫Rev.TRACKING≫CONTROL≫ORDERANALYSIS を解除する。
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ORDER ANARYSIS

を押して解除する
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